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(57)【要約】
【課題】ユーザが、移動体が撮影された画像データを検
索するにあたり、移動体の移動方向を考慮して、容易に
検索を行うことが可能な情報処理装置、情報処理システ
ム、制御、及びプログラムを提供する。
【解決手段】画像表示装置１０２から画像データの共有
を受け付けた画像共有サーバ１０３は、その旨を他の車
両の画像記録装置１０１へ送信し、各画像記録装置１０
１は、当該画像表示装置１０２で共有すべく条件を満た
す画像データを取得して、画像共有サーバ１０３へ送信
する。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮影することで画像データを取得する、及び当該画像データの参照を行うため
の情報処理装置と、前記情報処理装置で取得された画像データを記憶管理する画像共有サ
ーバと、がネットワークを介して接続された情報処理システムであって、
　前記情報処理装置は、
　被写体を撮影することで得られた画像データ及び撮影位置を含む撮影情報を前記画像共
有サーバへ送信する第１の送信手段と、
　表示された地図データに対して、前記被写体の軌跡に関する画像データを要求するため
に、当該軌跡に係る操作を受け付ける操作受付手段と、
　前記操作受付手段によって受け付けた軌跡に関する画像データを要求するための要求情
報を前記画像共有サーバへ送信する第２の送信手段と、
　前記画像共有サーバの第３の送信手段によって送信された画像データを受信する第３の
受信手段と、
　前記第３の受信手段によって受信した画像データを表示する表示手段と、
　を備え、
　前記画像共有サーバは、
　前記第１の送信手段によって送信された画像データを受信する第１の受信手段と、
　前記第１の受信手段によって受信した撮影情報を記憶する記憶手段と、
　前記第２の送信手段によって送信された要求情報を受信する第２の受信手段と、
　前記要求情報の前記被写体の軌跡から前記記憶手段に記憶された撮影位置を特定するこ
とによって、当該撮影位置で撮影された画像データを取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得した画像データを前記情報処理装置へ送信する第３の送信手
段と、
　を備えたことを特徴とする情報処理システム。
【請求項２】
　被写体を撮影することで画像データを取得する、及び当該画像データの参照を行うため
の情報処理装置と、前記情報処理装置で取得された画像データを記憶管理する画像共有サ
ーバと、がネットワークを介して接続された情報処理システムの制御方法であって、
　前記情報処理装置は、
　被写体を撮影することで得られた画像データ及び撮影位置を含む撮影情報を前記画像共
有サーバへ送信する第１の送信ステップと、
　表示された地図データに対して、前記被写体の軌跡に関する画像データを要求するため
に、当該軌跡に係る操作を受け付ける操作受付ステップと、
　前記操作受付ステップによって受け付けた軌跡に関する画像データを要求するための要
求情報を前記画像共有サーバへ送信する第２の送信ステップと、
　前記画像共有サーバの第３の送信ステップによって送信された画像データを受信する第
３の受信ステップと、
　前記第３の受信ステップによって受信した画像データを表示部へ表示する表示ステップ
と、
　を実行し、
　前記画像共有サーバは、
　前記第１の送信ステップによって送信された画像データを受信する第１の受信ステップ
と、
　前記第１の受信ステップによって受信した撮影情報を記憶する記憶ステップと、
　前記第２の送信ステップによって送信された要求情報を受信する第２の受信ステップと
、
　前記要求情報の前記被写体の軌跡から前記記憶ステップに記憶された撮影位置を特定す
ることによって、当該撮影位置で撮影された画像データを取得する取得ステップと、
　前記取得ステップによって取得した画像データを前記情報処理装置へ送信する第３の送
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信ステップと、
　を実行することを特徴とする情報処理システムの制御方法。
【請求項３】
　被写体を撮影することで画像データを取得する、及び当該画像データの参照を行うため
の情報処理装置と、前記情報処理装置で取得された画像データを記憶管理する画像共有サ
ーバと、がネットワークを介して接続された情報処理システムで読取実行可能なプログラ
ムあって、
　前記情報処理装置を、
　被写体を撮影することで得られた画像データ及び撮影位置を含む撮影情報を前記画像共
有サーバへ送信する第１の送信手段と、
　表示された地図データに対して、前記被写体の軌跡に関する画像データを要求するため
に、当該軌跡に係る操作を受け付ける操作受付手段と、
　前記操作受付手段によって受け付けた軌跡に関する画像データを要求するための要求情
報を前記画像共有サーバへ送信する第２の送信手段と、
　前記画像共有サーバの第３の送信手段によって送信された画像データを受信する第３の
受信手段と、
　前記第３の受信手段によって受信した画像データを表示する表示手段と、
　して機能させ、
　前記画像共有サーバを、
　前記第１の送信手段によって送信された画像データを受信する第１の受信手段と、
　前記第１の受信手段によって受信した撮影情報を記憶する記憶手段と、
　前記第２の送信手段によって送信された要求情報を受信する第２の受信手段と、
　前記要求情報の前記被写体の軌跡から前記記憶手段に記憶された撮影位置を特定するこ
とによって、当該撮影位置で撮影された画像データを取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得した画像データを前記情報処理装置へ送信する第３の送信手
段と、
　して機能させことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザが、機器で撮影して得られた画像データを参照する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　事故現場および犯罪現場等の発生地点において、事故や犯罪の発生状況の把握および原
因分析の目的で車両に搭載されたドライブレコーダーで撮影した動画の収集に活用できる
システムを発展させることが求められてきた。
【０００３】
　車両があらかじめ地図上の交差点などに設定されたリンクを通過した際の走行情報が蓄
積された情報収集センターにおいて、所定の位置で撮影された動画情報を車両に対して要
求するにあたり、当該所定の位置から特定されるリンクを通過した車両が有する動画情報
を要求するシステムが開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　また、このシステムにおいては、交差点の４つのコーナーにリンクを定めることで、当
該交差点において、４方向から撮影された動画情報を収集することが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－２３７９４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載の発明では、動画情報を収集するには、交差点などの
基準となる位置に関しての動画情報を収集するに留まり、車両などの移動を追従して、撮
影された画像データを参照したいケースまでも想定し得るものではない。
【０００７】
　例えば、交差点等で、事故や犯罪現場を引き起こした車両が、逃げ去った場合、近辺に
居た車両に乗車していた運転手は、逃げ去った車両の走行方向を認識していた場合、その
走行した経路近辺を走行していた車両で撮影された画像データが必要となるが、特許文献
１に記載の発明は、このようなケースまでも想定し得るものではない。
【０００８】
　そこで、本発明においては、ユーザが、移動体が撮影された画像データを検索するにあ
たり、移動体の移動方向を考慮して、容易に検索を行うことが可能な情報処理装置、情報
処理システム、制御、及びプログラムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するための第１の発明は、被写体を撮影することで画像データを取得す
る、及び当該画像データの参照を行うための情報処理装置と、前記情報処理装置で取得さ
れた画像データを記憶管理する画像共有サーバと、がネットワークを介して接続された情
報処理システムであって、前記情報処理装置は、被写体を撮影することで得られた画像デ
ータ及び撮影位置を含む撮影情報を前記画像共有サーバへ送信する第１の送信手段と、表
示された地図データに対して、前記被写体の軌跡に関する画像データを要求するために、
当該軌跡に係る操作を受け付ける操作受付手段と、前記操作受付手段によって受け付けた
軌跡に関する画像データを要求するための要求情報を前記画像共有サーバへ送信する第２
の送信手段と、前記画像共有サーバの第３の送信手段によって送信された画像データを受
信する第３の受信手段と、前記第３の受信手段によって受信した画像データを表示する表
示手段と、を備え、前記画像共有サーバは、前記第１の送信手段によって送信された画像
データを受信する第１の受信手段と、前記第１の受信手段によって受信した撮影情報を記
憶する記憶手段と、前記第２の送信手段によって送信された要求情報を受信する第２の受
信手段と、前記要求情報の前記被写体の軌跡から前記記憶手段に記憶された撮影位置を特
定することによって、当該撮影位置で撮影された画像データを取得する取得手段と、前記
取得手段によって取得した画像データを前記情報処理装置へ送信する第３の送信手段と、
を備えたことを特徴とする。
【００１０】
　上記目的を達成するための第２の発明は、被写体を撮影することで画像データを取得す
る、及び当該画像データの参照を行うための情報処理装置と、前記情報処理装置で取得さ
れた画像データを記憶管理する画像共有サーバと、がネットワークを介して接続された情
報処理システムの制御方法であって、前記情報処理装置は、被写体を撮影することで得ら
れた画像データ及び撮影位置を含む撮影情報を前記画像共有サーバへ送信する第１の送信
ステップと、表示された地図データに対して、前記被写体の軌跡に関する画像データを要
求するために、当該軌跡に係る操作を受け付ける操作受付ステップと、前記操作受付ステ
ップによって受け付けた軌跡に関する画像データを要求するための要求情報を前記画像共
有サーバへ送信する第２の送信ステップと、前記画像共有サーバの第３の送信ステップに
よって送信された画像データを受信する第３の受信ステップと、前記第３の受信ステップ
によって受信した画像データを表示部へ表示する表示ステップと、を実行し、前記画像共
有サーバは、前記第１の送信ステップによって送信された画像データを受信する第１の受
信ステップと、前記第１の受信ステップによって受信した撮影情報を記憶する記憶ステッ
プと、前記第２の送信ステップによって送信された要求情報を受信する第２の受信ステッ
プと、前記要求情報の前記被写体の軌跡から前記記憶ステップに記憶された撮影位置を特
定することによって、当該撮影位置で撮影された画像データを取得する取得ステップと、
前記取得ステップによって取得した画像データを前記情報処理装置へ送信する第３の送信
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ステップと、を実行することを特徴とする。
【００１１】
　上記目的を達成するための第３の発明は、被写体を撮影することで画像データを取得す
る、及び当該画像データの参照を行うための情報処理装置と、前記情報処理装置で取得さ
れた画像データを記憶管理する画像共有サーバと、がネットワークを介して接続された情
報処理システムで読取実行可能なプログラムあって、前記情報処理装置を、被写体を撮影
することで得られた画像データ及び撮影位置を含む撮影情報を前記画像共有サーバへ送信
する第１の送信手段と、表示された地図データに対して、前記被写体の軌跡に関する画像
データを要求するために、当該軌跡に係る操作を受け付ける操作受付手段と、前記操作受
付手段によって受け付けた軌跡に関する画像データを要求するための要求情報を前記画像
共有サーバへ送信する第２の送信手段と、前記画像共有サーバの第３の送信手段によって
送信された画像データを受信する第３の受信手段と、前記第３の受信手段によって受信し
た画像データを表示する表示手段と、して機能させ、前記画像共有サーバを、前記第１の
送信手段によって送信された画像データを受信する第１の受信手段と、前記第１の受信手
段によって受信した撮影情報を記憶する記憶手段と、前記第２の送信手段によって送信さ
れた要求情報を受信する第２の受信手段と、前記要求情報の前記被写体の軌跡から前記記
憶手段に記憶された撮影位置を特定することによって、当該撮影位置で撮影された画像デ
ータを取得する取得手段と、前記取得手段によって取得した画像データを前記情報処理装
置へ送信する第３の送信手段と、して機能させことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、ユーザが、移動体が撮影された画像データを検索するにあたり、検索
を行いたい方向を指示することで、移動体の移動方向を考慮して、容易に検索を行うこと
ができる、という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係る情報処理システムの機能構成を示す構成図である。
【図２】本発明の実施形態に係る画像データの共有を求める依頼処理を示すフローチャー
トである。
【図３】本発明の実施形態に係る依頼画面の構成を示す構成図である。
【図４】本発明の実施形態に係る依頼画面の構成を示す構成図である。
【図５】本発明の実施形態に係る依頼画面の構成を示す構成図である。
【図６】本発明の実施形態に係る依頼画面の構成を示す構成図である。
【図７】本発明の実施形態に係る依頼情報ＤＢの構成を示す構成図である。
【図８】本発明の実施形態に係る依頼情報の登録が完了した旨の通知例を示す図である。
【図９】本発明の実施形態に係るドライブレコーダーで得られた画像データを画像共有サ
ーバへアップロードする処理を示すフローチャートである。
【図１０】本発明の実施形態に係る検索結果画面の構成を示す構成図である。
【図１１】本発明の実施形態に係るアップロード指示画面の構成を示す構成図である。
【図１２】本発明の実施形態に係る画像管理ＤＢの構成を示す構成図である。
【図１３】本発明の実施形態に係る画像詳細管理ＤＢの構成を示す構成図である。
【図１４】本発明の実施形態に係る検索情報とＧＰＳログファイルとの一致判定の処理を
示すフローチャートである。
【図１５】本発明の実施形態に係る画像表示装置において、画像共有サーバから画像デー
タをダウンロードする処理を示すフローチャートである。
【図１６】本発明の実施形態に係る画像データ要求画面の構成を示す構成図である。
【図１７】本発明の実施形態に係る画像データ情報画面の構成を示す構成図である。
【図１８】本発明の実施形態に係る画像再生画面の構成を示す構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
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　以下、図面を参照して、本発明の実施形態を詳細に説明する。
　図１は、本発明の情報処理システムの機能構成の一例を示す図である。
【００１５】
　情報処理システム１００は、ドライブレコーダーを備えた画像記録装置１０１、撮影し
た画像データを表示するための画像表示装置１０２、及びドライブレコーダーで撮影され
た画像データを記憶管理する画像共有サーバ１０３を含んで構成されており、各装置は、
有線または無線のネットワークを介して接続され、更に、画像記録装置１０１に関しては
、車両などに備えられた装置である。
【００１６】
　画像記録装置１０１は、画像データの共有にあたり、自身に備えたドライブレコーダー
で撮影して得られた画像データを蓄積しており、適宜、蓄積した画像データを画像共有サ
ーバ１０３へ送信している。
【００１７】
　画像記録装置１０１は、画像記録装置１０１の全般の動作を制御する制御部１０４と、
無線などのネットワークを介して、画像共有サーバ１０３へ画像データやＧＰＳ情報が出
力されたＧＰＳログファイルを送信する通信部１０５と、を備えている。
【００１８】
　画像記録装置１０１は、ＧＰＳ受信機及び加速度センサを含む位置検出部１０６を備え
ており、位置検出部１０６は、各ＧＰＳ衛生の信号を受信し、信号内に含まれるメッセー
ジを解読し、その解読した内容を用いて各ＧＰＳ衛星の正確な位置を求め、さらに、その
衛星位置に基づいて自身の車両の位置を計算する
【００１９】
　またＧＰＳ衛星からの信号には、ＧＰＳ衛星に搭載された原子時計からの時刻データ情
報が含まれているのでこれを保持する。
【００２０】
　また、位置検出部１０６の加速度センサは、自身の車両の走行方向および速度を検出す
るために用いられ、取得した位置情報および時刻情報は、ＧＰＳログファイルとして、外
部メモリへ出力する。ＧＰＳ受信機及び加速度センサは、ドライブレコーダーに内蔵され
たものを使用するとしても良い。
【００２１】
　画像記録装置１０１は、ユーザが各種操作を行うための操作画面を表示する表示部１０
７を備えており、また、画像データ及びＧＰＳログファイルを保存する外部メモリ１０８
を備えている。
【００２２】
　画像記録装置１０１は、ドライブレコーダー１０９、及びカメラ１１０を備えており、
ドライブレコーダー１０９は、車両の走行中にカメラ１１０で撮影して得られた画像デー
タを外部メモリ１０８へ保存する。
【００２３】
　つまり、画像記録装置１０１は、車両の走行情報を記録する機能を備え、この走行情報
記録機能は、車両が走行中、一定の周期および交差点などの地図上のポイント通過時に、
時刻情報、位置検出部１０６で取得した位置情報を元に算出した現在位置、走行方向、及
び画像データの記録位置をＧＰＳログファイルとして外部メモリ１０８へ記録する。
【００２４】
　尚、本発明の実施形態では、画像データについては、基本的に、動画に関するデータを
用いて説明を行う。
【００２５】
　画像表示装置１０２は、画像データの共有を所望する側の装置であり、画像表示装置１
０２の全般の動作を制御する制御部１１１と、有線または無線ネットワークを用いて画像
共有サーバ１０３との通信を行う通信部１１２と、を備えている。
【００２６】
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　また、画像表示装置１０２は、アプリケーションと連携して地図表示のための情報の入
力を受け付ける地図データ入力部１１３と、画像共有サーバ１０３からダウンロードした
画像データ等や地図データ入力部１１３において入力を受け付けた地図を表示する表示部
１１４とを備えている。
【００２７】
　さらに、画像表示装置１０２は、画像共有サーバ１０３からダウンロードした画像デー
タおよびＧＰＳログファイル等を保存する記憶部１１５を備えている。
【００２８】
　画像共有サーバ１０３は、各車両に備えられた画像記録装置１０１で記録された画像デ
ータを記憶管理する装置であり、画像共有サーバ１０３の全般の動作を制御する制御部１
１６を備えている。
【００２９】
　また、画像共有サーバ１０３は、画像記録装置１０１から送信された画像データ及びＧ
ＰＳログファイルなどの受信、画像表示装置１０２からの画像データの表示要求に対して
、画像データ及びＧＰＳログファイルなどを送信する通信部１１７を備えている。
【００３０】
　さらに、画像共有サーバ１０３は、画像記録装置１０１から送信された画像データ及び
ＧＰＳログファイルなどを記憶する記憶部１１８、画像表示装置１０２からの画像データ
の表示要求に対して、記憶部１１８に記憶した画像データ及びＧＰＳログファイルなどを
検索する検索部１１９、及び記憶部１１８に記憶した画像データ及びＧＰＳログファイル
などを表示するための表示部１２０を備えている。
【００３１】
　次に、図２に示すフローチャートを用いて、画像データの共有を求める依頼処理を説明
する。
【００３２】
　ステップＳ１０１では、画像表示装置１０２は、画像共有サーバ１０３へ画像データの
共有を求めるに際して必要となる依頼情報を送信する。
【００３３】
　この依頼情報は、図３に示す依頼画面２００からユーザによって入力される情報であり
、依頼画面２００は、画像共有サーバ１０３へ接続するためのＵＲＬを入力するためのＵ
ＲＬ入力欄２０１、共有したい画像データを撮影した場所を示す住所、画像データが撮影
された時刻を用いて共有したいデータを絞り込む際に入力するための開始時刻及び終了時
刻、共有を依頼するユーザを一意に識別するためのユーザＩＤを含む依頼情報を入力する
ための依頼情報入力領域２０２を備えている。
【００３４】
　更に、依頼情報として、図４に示すように、依頼画面２００の依頼情報として入力した
住所から特定される地図データを表示し、ユーザは、表示された地図上で検索対象とした
い車両の走行ルートを指でなぞることで、走行ルートを指定することができる。また、当
該指定にあたり、走行ルートを指でなぞる際に、終点で長押しすることで走行方向の指定
を有効化、あるいは無効化することができる。
【００３５】
　例えば、事故現場からの逃走した車両の追跡を行いたい場合、ユーザは、事故発生現場
から逃走した車両が逃げた方向に向かって指をなぞり、終点を長押しによって方向指定を
有効にすると、逃走した車両と同じルートを同じ方向で走行していた前後の車両で撮影さ
れた画像データを共有することが可能となる。
【００３６】
　または、この指定方法の別例として、図５に示すように、ユーザが、事故現場の証拠映
像を共有したい場合、事故発生現場へ事故車両が走行したルートを指でなぞり、長押しに
よる方向指定を無効にすると、事故車両と同じルートを同じ方向または逆方向に走行して
いた車両が撮影した画像データが共有できる。
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【００３７】
　あるいは、この指定方法の別例として、図６に示すように、ユーザが、事故現場から逃
走した車両を追跡し、逃走した車両の逃げた方向がわからない場合は、対象範囲を指で囲
うことで、対象範囲を走行していた車両で撮影された画像データを共有できる。
【００３８】
　このような地図データについては、依頼画面２００と異なる新たな画面を表示しても良
いし、依頼画面２００の依頼情報入力領域２０２の下の位置に表示するような態様をとっ
てもよい。
【００３９】
　また、このような事故現場を想定した場合、依頼情報入力領域２０２の開始時刻、終了
時刻は、事故現場から逃走した車両の追跡を行いたい場合は、開始時刻は、事故が発生時
刻を、終了時刻は、追跡終了時刻を指定し、一方、事故現場の証拠映像を共有したい場合
、開始時刻に追跡開始時刻を指定し、終了時刻は、事故発生時刻を指定すればよい。
【００４０】
　ユーザは、これらのＵＲＬ及び依頼情報を入力した後、送信ボタン２０３を押下すると
、画像共有サーバ１０３へ依頼情報を送信する。
【００４１】
　ステップＳ１０２では、画像共有サーバ１０３は、ステップＳ１０１において画像表示
装置１０２から送信された依頼情報を受信し、ステップＳ１０３では、画像共有サーバ１
０３は、ステップＳ１０２において受信した依頼情報を依頼情報ＤＢへ保存する。
【００４２】
　図７には、依頼情報ＤＢの構成が示されている。依頼情報ＤＢは、依頼情報を一意に識
別するための依頼情報番号、依頼を行ったユーザを一意に識別するための依頼ユーザＩＤ
、地図データに対して指定した走行ルート及び走行方向を記憶するためのＧＰＳ検索式文
字列、画像データが撮影された時刻を用いて共有したいデータを絞り込む際に入力するた
めの開始時刻及び終了時刻を備えている。
【００４３】
　ここで、ＧＰＳ検索式文字列については、上記の通り、ユーザが地図データに対して指
定した走行ルートおよび走行方向は、交差点などの地図データの分岐点ごとに線分を分解
したのち、検索時に抽出条件として指定可能な形式に変換し、このＧＰＳ検索式文字列と
してこれを保持する。例えば、開始位置－終了位置:方向、といったような所定の形式の
文字列として保持する。但し、検索時に抽出条件として使用できれば、形式はこの限りで
はない。
【００４４】
　本ステップでは、依頼情報番号には、既に記憶された依頼情報番号と異なる一意の番号
を発番して記憶し、依頼ユーザＩＤには、依頼情報に含まれるユーザＩＤ、ＧＰＳ検索式
文字列には、依頼情報に含まれる走行ルートおよび走行方向に関する情報を記憶し、開始
時刻及び終了時刻には、依頼情報に含まれる開始時刻及び終了時刻を記憶する。
【００４５】
　ステップＳ１０４では、画像共有サーバ１０３は、依頼情報の登録が完了した旨の通知
を画像表示装置１０２へ送信し、ステップＳ１０５では、画像表示装置１０２は、ステッ
プＳ１０４で送信された依頼情報の登録が完了した旨の通知を受信する。
【００４６】
　ステップＳ１０６では、画像表示装置１０２は、ステップＳ１０５において受信した依
頼情報の登録が完了した旨の通知を表示する。この表示例を、図８に示す。そして、登録
完了を通知した後、画像共有サーバ１０３は、ＦＭ放送等の無線通信手段を用いて、依頼
情報を満たす画像データの検索に係る検索情報を各車両へ発信する。
【００４７】
　次に、図９に示すフローチャートを用いて、ドライブレコーダーで得られた画像データ
を画像共有サーバへアップロードする処理について説明する。
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【００４８】
　ステップＳ２０１では、画像記録装置１０１は、ドライブレコーダー１０９を起動し、
ステップＳ２０２では、画像記録装置１０１は、画像共有サーバ１０３から発信された検
索情報を受信し、ステップＳ２０３では、画像記録装置１０１は、検索情報と自身の外部
メモリ１０８に保存されたＧＰＳログファイルとの一致判定を行い（図１４参照）、ステ
ップＳ２０４では、検索情報と一致する場合は、図１０に示す検索結果画面３００を表示
する。
【００４９】
　検索結果画面３００は、一致するとされた検索情報を表示するための検索情報表示領域
３０１、この検索情報に一致する画像データの送信を承諾する際に押下するための承諾ボ
タン３０２、及び検索結果画面３００を閉じて、本処理を終了する際に押下するための終
了ボタン３０３を備えている。
【００５０】
　そして、承諾ボタン３０２が押下されると、図１１に示すアップロード指示画面４００
が表示される。このアップロード指示画面４００は、この画像記録装置１０１を所有する
ユーザのＩＤなどを表示する提供者情報表示領域４０１、アップロードの開始を行う際に
押下するためのアップロードボタン４０２を備えている。
【００５１】
　また、本ステップにおいて、アップロードボタン４０２が押下されると、ステップＳ２
０５へ処理を進め、一致しない場合、処理を終了する。
【００５２】
　ステップＳ２０５では、画像記録装置１０１は、検索情報に一致した場合に、抽出対象
となる画像データの該当部分を切り出して編集し、ステップＳ２０６では、画像記録装置
１０１は、ステップＳ２０５において切り出して編集したことに応じて、当該切り出した
部分のＧＰＳログファイルを編集する。
【００５３】
　ステップＳ２０７では、画像記録装置１０１は、ステップＳ２０４における提供者情報
、ステップＳ２０５及びステップＳ２０６において編集した画像データ（撮影開始時刻、
終了時刻、サイズ、解像度等の属性情報を含む）およびＧＰＳログファイルを画像共有サ
ーバ１０３へ撮影情報として送信する。
【００５４】
　ステップＳ２０８では、画像共有サーバ１０３は、ステップＳ２０７において画像記録
装置１０１から送信された撮影情報を受信し、ステップＳ２０９では、画像共有サーバ１
０３は、ステップＳ２０８において受信した撮影情報を画像管理ＤＢ及び画像詳細化管理
ＤＢへ記憶する。
【００５５】
　図１２には、画像管理ＤＢの構成が示されており、画像管理ＤＢは、画像データを一意
に識別するための画像管理番号、画像データからなるファイルの名称を示す画像ファイル
名、ＧＰＳログファイルの名称を示すＧＰＳログファイル名、及び画像データをアップロ
ールするユーザを一意に識別するための提供者ユーザＩＤを含む構成を備える。
【００５６】
　本ステップでは、画像管理番号には、既に記憶された画像管理番号と異なる一意の番号
を発番して記憶し、画像ファイル名、ＧＰＳログファイル名、及び提供者ユーザＩＤには
、撮影情報に含まれる提供者情報、画像データからなるファイルの名称およびＧＰＳログ
ファイルの名称を記憶する。
【００５７】
　図１３には、画像詳細管理ＤＢの構成が示されており、画像詳細管理ＤＢは、画像管理
ＤＢの画像管理番号と対応して、画像データを一意に識別するための画像管理番号、画像
データが撮影された開始時刻、終了時刻、画像データからなるファイルのサイズ、及び解
像度などから構成される。
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【００５８】
　本ステップでは、画像管理番号には、画像管理ＤＢで記憶した画像管理番号を記憶し、
開始時刻、終了時刻、ファイルサイズ、及び解像度には、この画像管理番号から特定され
る画像データを撮影して得られた開始時刻、終了時刻、当該画像データからなるファイル
のサイズ、及び当該ファイルの解像度を記憶する。
【００５９】
　ステップＳ２１０では、画像共有サーバ１０３は、撮影情報の登録が完了した旨（アッ
プロードが完了した旨）の通知を画像記録装置１０１へ送信し、ステップＳ２１１では、
画像記録装置１０１は、ステップＳ２１０で送信された撮影情報の登録が完了した旨の通
知を受信する。
【００６０】
　ステップＳ２１２では、画像記録装置１０１は、ステップＳ２１１において受信した撮
影情報の登録が完了した旨の通知を表示する（不図示）。
【００６１】
　次に、図１４に示すフローチャートを用いて、検索情報とＧＰＳログファイルとの一致
判定の処理について説明する。尚、本処理は、画像記録装置１０１で実行されるものであ
る。
【００６２】
　ステップＳ３０１では、検索情報に含まれる開示時刻と終了時刻との間におけるＧＰＳ
ログファイルを画像管理ＤＢ及び画像詳細管理ＤＢから抽出するが、検索情報に含まれる
開示時刻と終了時刻との間に、画像詳細管理ＤＢの開始時刻と終了時刻とが含まれる撮影
情報である画像管理ＤＢに記憶したＧＰＳログファイル名から特定されるＧＰＳログファ
イルを取得する。
【００６３】
　そして、取得したＧＰＳログファイルの数の分だけ、ステップＳ３０２からステップＳ
３０５における処理を行う。
【００６４】
　ステップＳ３０２では、ステップＳ３０１において取得したＧＰＳログファイルに対し
て、検索情報の走行ルートが一致するか否かを判定し、一致すると判定した場合、ステッ
プＳ３０３へ処理を進め、一致すると判定しない場合、ループ判定処理を行う。
【００６５】
　ステップＳ３０３では、ステップＳ３０１において取得したＧＰＳログファイルのうち
、ステップＳ３０２において走行ルートが一致したものに対して、検索情報の走行方向の
指定があったか否かを判定し、指定があったと判定した場合、ステップＳ３０４へ処理を
進め、指定があったと判定しない場合、ステップＳ３０５へ処理を進める。
【００６６】
　ステップＳ３０４では、ステップＳ３０１において取得したＧＰＳログファイルのうち
、ステップＳ３０２において走行ルートが一致したもので、検索情報の走行方向の指定が
あったものに対して、検索情報の走行方向が一致するか否かを判定し、一致すると判定し
た場合、ステップＳ３０５へ処理を進め、一致すると判定しない場合、ループ判定処理を
行う。
【００６７】
　ステップＳ３０５では、検索情報を満たすＧＰＳログファイルを検索結果として、保存
する。
【００６８】
　次に、図１５に示すフローチャートを用いて、画像表示装置において、画像共有サーバ
から画像データをダウンロードする処理について説明する。
【００６９】
　ステップＳ４０１では、画像共有サーバ１０３は、画像データの共有を依頼したユーザ
の画像表示装置１０２に対して、撮影情報の登録完了通知を送信し、ステップＳ４０２で
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は、画像表示装置１０２は、ステップＳ４０１で画像共有サーバ１０３から送信された撮
影情報の登録完了通知を受信し、ステップＳ４０２では、画像表示装置１０２は、画像デ
ータ要求画面を表示する。
【００７０】
　図１６には、画像データ要求画面５００が示されており、画像データ要求画面５００は
、画像共有サーバ１０３へ接続するためのＵＲＬを入力するためのＵＲＬ入力欄５０１、
画像データを提供しているユーザのＩＤなどを表示する提供者情報表示領域５０２、ダウ
ンロードの開始を行う際に押下するためのダウンロードボタン５０３を備えている。
【００７１】
　ユーザが、ダウンロードボタン５０３を押下すると、図１７に示す画像データ情報画面
６００が表示される。
【００７２】
　画像データ情報画面６００は、ダウンロード対象となる画像データに関する情報（撮影
情報）を表示する画像データ表示領域６０１、画像データのダウンロードの開始指示を行
うための開始ボタン６０２を備えられている。
【００７３】
　ステップＳ４０４では、画像表示装置１０２は、画像データ表示領域６０１に表示され
た情報を取得して画像データの要求情報として、画像共有サーバ１０３に当該要求情報を
送信する。
【００７４】
　ステップＳ４０５では、画像共有サーバ１０３は、ステップＳ４０４において送信され
た要求情報を受信して、ステップＳ４０６では、画像共有サーバ１０３は、ステップＳ４
０５で受信した要求情報を満たす画像データを画像管理ＤＢから取得する。この際に、要
求情報の画像管理番号が一致する画像管理ＤＢの画像管理番号に対応する画像データを取
得する。
【００７５】
　ステップＳ４０７では、画像共有サーバ１０３は、ステップＳ４０６において画像デー
タが取得できたか否かを判定し、取得できなかったと判定した場合、ステップＳ４０８へ
処理を進め、取得できたと判定した場合、ステップＳ４０９へ処理を進める。
【００７６】
　ステップＳ４０８では、画像共有サーバ１０３は、検索結果として検索が失敗したこと
を記憶し、ステップＳ４０９では、画像共有サーバ１０３は、検索が成功した場合、画像
データを画像表示装置１０２へ送信し、あるいは、検索が失敗した場合は、検索結果が失
敗したことを画像表示装置１０２へ送信する。
【００７７】
　ステップＳ４１０では、画像表示装置１０２は、画像共有サーバ１０３から画像データ
及びＧＰＳログファイル、あるいは検索結果を受信し、ステップＳ４１１では、画像表示
装置１０２は、撮影情報の取得が完了したことを表示する。
【００７８】
　本ステップでは、撮影情報の取得が完了したこと表示した後、図１８に示すように、画
像データを再生表示するための画像再生画面７００を表示する。
【００７９】
　画像再生画面７００は、画像共有サーバから取得した画像データを表示するための画像
データ再生表示領域７０１、当該画像データを撮影した車両の走行ルート及び走行方向を
地図データ上で表示する撮影車両表示領域７０２を備える。
【００８０】
　撮影車両表示領域７０２では、要求情報に含まれる住所から特定される地図データを表
示しておき、画像データ再生表示領域７０１において、画像データが再生表示される時間
に合わせて、画像共有サーバから取得したＧＰＳログファイルを用いて、車両が移動する
ことを表示することが可能である。
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　また、本実施形態では、ダウンロードする画像データが１件の場合のみを対象に説明を
記載したが、複数件の場合においては、検索結果画面３００において、複数の検索結果を
表示しておき、少なくとも１以上の検索結果を選択させることが可能である。
【００８２】
　また、このような場合、画像データ情報画面６００には、選択された検索結果に対応す
る、複数の画像データに関する情報が表示され、この画像データ情報画面６００において
、少なくとも１以上の画像データを選択させることが可能であり、画像再生画面７００で
は、複数の画像データに関する情報をリスト表示（不図示）させておき、ユーザが、当該
リストから再生を望む画像データを選択すると、選択した画像データに関して、画像デー
タ再生表示領域７０１及び撮影車両表示領域７０２において表示を行う。
【００８３】
　本実施形態によれば、ユーザが、移動体が撮影された画像データを検索するにあたり、
検索を行いたい方向を指示することで、移動体の移動方向を考慮して、容易に検索を行う
ことができる。
【００８４】
　尚、移動体の例として、車両を用いて説明を行ったが、車両に限定されることなく、携
帯端末やカメラなどの撮影機能や位置情報を取得可能な機能を備えた機器であれば、実現
することが可能であることは言うまでもない。つまり、画像記録装置や画像表示装置を備
えた情報処理装置に適用することも可能である。
【００８５】
　さらに、記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュータに挿入された機能拡張
ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた後、
そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わる
ＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機
能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００８６】
　また、本発明は、複数の機器から構成されるシステムに適用しても、１つの機器からな
る装置に適用してもよい。
【００８７】
　また、本発明は、システムあるいは装置にプログラムを供給することによって達成され
る場合にも適応できることは言うまでもない。この場合、本発明を達成するためのプログ
ラムを格納した記録媒体を該システムあるいは装置に読み出すことによって、そのシステ
ムあるいは装置が、本発明の効果を享受することが可能となる。
【００８８】
　さらに、本発明を達成するためのプログラムをネットワーク上のサーバ，データベース
等から通信プログラムによりダウンロードして読み出すことによって、そのシステム、あ
るいは装置が、本発明の効果を享受することが可能となる。なお、上述した各実施形態お
よびその変形例を組み合わせた構成も全て本発明に含まれるものである。
【符号の説明】
【００８９】
１００　　情報処理システム
１０１　　画像記録装置
１０２　　画像表示装置
１０３　　画像共有サーバ
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